
　在学中の方も申し込みができます。貸与期間終了後、
市内の医療機関（看護師は病院）に一定期間従事した場
合、資金の返還が免除されます。

や を目指す方へ医師 看護師

修学資金をサポート

医師修学資金

申込期限＝3月10日（金）　※必着
※募集人数に満たないときは、期限後も申し込みができる場合がありますのでご相談ください
応募方法＝申請書など必要書類を郵送または持参（申請書は申込先または市ホームページで入手可）
●他の修学資金の貸与を受けている方は申し込みできない場合があります
●入学一時金は入学初年度のみ申し込みできます（希望者のみ）
●貸与者は、書類審査、面接で決定します
貸与期間＝大学、大学院、看護師学校などの正規の修学期間内

共通事項

募集人数＝2人
応募資格＝医師として市内医療機関に勤める
意欲のある医学部の大学生、大学院生
※居住地は不問、外国の医学校を含む
貸与額＝月額20万円、入学一時金240万円

看護師修学資金
募集人数＝5人
応募資格＝市内に1年以上住んでいる方の子
や兄弟姉妹などで、看護師として市内の病院
に勤める意欲のある看護学生
貸与額＝月額5万円、入学一時金60万円

問・問地域医療推進課☎0299-77-8207申

対象＝市から修学資金の貸与を受けている方の保護者で、金融機関から教育資金の融資を受けている方
※応募方法などは、医師修学資金の貸与が決定した方へご案内します
利子補給対象融資限度額＝3,000万円
利子補給率＝金融機関から融資を受けた資金にかかる支払利子の100％
※支払遅延にかかる利子などは除く
融資対象金融機関＝（株）日本政策金融公庫、預貯金取扱金融機関
利子補給期間＝正規の修学年数以内（上限6年間）

医師を目指す方には、
こんな制度もあります 医 師 金教 利育 子 給資 補 制 度

※上記の内容のほか、介護予防教室の見学、体験などを予定しています
※やすらぎ支援員・えがおあっぷサポーターは、「地域支援サポーターポイント制度」の対象です
※各コースの全日程に参加した方へ、地域ポイントカード「ココくんポイント」を付与

　コースの全日程を受講すると、市が実施する介護予防教室で補助やサポートを行なうなど、「え
がおあっぷサポーター（介護予防ボランティア）」として活動することができます。

日程 時間 内容

2月17日（金）

午前9時～正午

高齢者の運動について、えがおあっぷサポーターの意
義・実習について

2月24日（金） 自立支援の考え方、高齢者の栄養

3月  1日（水） 老年期の病気の特徴と地域医療について、高齢者の口腔
ケア

3月10日（金） うつ・とじこもりの支援について

えがおあっぷコース

問・問長寿介護課☎0299-91-1701申

地域支援サポーター
養成講習会
　地域支援サポーターは、市の地域支援事業をサポート
するボランティアです。地域貢献・社会参加を通して、
生きがいを見つけてみませんか。

対象＝市内在住の方
定員＝各コース20人程度
場所＝保健・福祉会館

　基礎講座とやすらぎ支援コースを受講すると、「やすらぎ支援員」として、ボランティア活動を
行なうことができます。市内の認知症高齢者宅を訪問し、見守りや話し相手などをします。

日程 時間 内容
2月��2日（木）

午前9時～正午

認知症の理解と治療法、やすらぎ支援員とは

2月��7日（火） 認知症の研究�最新情報、認知症サポーター養成講座

2月16日（木） 認知症の人への生活リハビリ

2月21日（火） 認知症の介護 社会資源について、施設実習について

2月28日（火）午後1時30分～3時30分 認知症カフェ実習

3月  3日（金）午前9時～正午 認知症高齢者の権利を守る、やすらぎさんの活動の実際

やすらぎ支援員コース
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